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～思いを豊かに表現し，自分の考えを深められる児童の育成～ 
学校は毎年「学校課題」を設定して，それに向かって１年間，研究を進めます。本校の

本年度の学校課題は上記のとおりで，特に国語の時間に「主体的・対話的な活動」を設定
して目標に迫ろうと考えています。 

７月１１日（月）には，第１回の校内授業研究会が行われました。２年生の授業では，
「サツマイモの育て方」を説明する２つの文章を読み，「初めてサツマイモを育てる『か
みとくん』」と，「大きなサツマイモを育てたい『まつりちゃん』」には，どちらの文章
がお勧めか考えました。それぞれの文章から「写真」や「見出し」などのキーワードを探
し，２人に勧める理由づけをしました。３年生の授業では，２つの「保健だより」を読み
比べて，それぞれの特徴を見つけて文章化しました。「図やイラストがある」「アドバイ
スがある」など，それぞれの良さに気づくことができました。 
どちらの学習も，自分の考えとそれを支える理由をしっかり持ち，友達と意見交換して

自分の考えを深める様子が見られました。また，授業後半では，個人用パソコンに自分の
考えを入力して友達と情報共有する場面があり，一人一台端末が「日常的な文房具」とし
て活用される段階に入ったことが確認できました。放課後は教員が指導主事の先生を交え

て，よりよい授業を目指した成果と課題の検討会を行いました。 

【意見交換する２年生】   【グループで話し合う３年生】   【放課後の授業研究会】 

かみと歴史散歩 その３ ―「雲にのって」の像― 
正門を入ると「雲にのって」の像があります。平成２年の開校を記念して作られまし

た。翌年２月４日に制作者の宇都宮大学助教授の日原公大先生（真ん中の写真）をお招き
して，除幕式が行われました。この像は，地域の方の寄付と，
当時の PTA 会長さんらの奉仕作業などによって完成したそ
うです。左の現在の写真と比べると，当時の像は金色に輝い
ていました。30年の歳月で風格が加わりました。 
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各学年の様子 

【線の感じ，いい感じ １年生】 
初めて絵の具を使った１年生。「すいす

い」「にょろにょろ」いい感じで線が描けた

かな？ 「まよいのもり」「きれいなぐるぐ

る」など，タイトルもすてきです！ 

【子ども科学館への遠足 ２年生】 
 子ども総合科学館で，様々な展示や体験

コーナーを楽しんだ２年生。いろんなもの

を見たり，聞いたり，試したり。今度はお

うちの人と来てみたいですね。 

【カルビーを見学 ３年生】 
カルビー清原工場をオンラインで見学し

ました。おいしく安全な食品を作る秘密を

たくさん教えてもらいました。お土産も届

いて大興奮の３年生です！ 

【観察名人 ４年生】 
 「自分の木」を決めて，１年間観察を続

けている４年生。葉がしげってきた様子や

木の実が付いてきたことなど，夏になって

の変化を見逃しません。 

【知りたいことを聞き出そう ５年生】 

国語の学習で，６年生に，よりよい委員
会活動にするための質問をしました。声の
大きさや分かりやすい言葉を選んで，「伝

わる」コミュニケーションをしましょう！ 

【上戸祭立体開通式会場見学 ６年生】 

開通式会場となった本校体育館を，前日

の準備中に６年生が見学しました。５月に

行った立体見学の際の寄せ書きも飾られ，

熱心に見入っていました。 

★学校ホームページでは子どもたちの様子を毎日配信していますので是非ご覧ください！ 


